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研究概要 
高騒音下で目的音をクリアに収音するために、複数のマイクロホンの出力信号を計算機上で処理す

るマイクロホンアレー技術の研究を行っている。 また、音がどこで発生されているかをマイクロホ

ンアレーを用いて検出する、音源位置検出の研究を行っている。  

遠隔のコンサートなどをネットワークで伝送するために、複数のスピーカと複数のマイクロホンを

用いて、臨場感高く再現する技術の研究を行っている。 

スマートフォンなどの携帯端末を用いて日常的な身体音（心音、睡眠音など）を収音し、健康チェ

ックやライフログを行うアプリの研究開発を行っている。 

アピールポイント（技術・特許・ノウハウ等） 

①マイクロホンアレーを用いた雑音抑圧の研究 

②マイクロホンアレーを用いた音源位置検出の研究 

③高臨場感音響伝送技術の研究 

④音関連スマートフォンアプリ開発 

応用可能な分野 

 

 


